
1903年創立。全日制課程（普通科、理数科）、定時制課程。生徒が自主的に活動する複数の生徒プロジェクトでは、外部のアワードを多数
受賞。全国大会常連の運動部もあるなど文武両道で生徒が活動している。

三本松高校
（香川・県立）

まとめ／長島佳子　撮影／上田 純

　本校では、どのような状況でも自らの力を
発揮してたくましく活躍できる人の育成を目
指しています。「三高生三本の柱」である、
学業、部活動、自主活動のすべてにおいて
主体性をもって取り組むことを生徒には期
待しています。
 「主体性」は「主体的に学びなさい」と指
示をして発揮できるものではありません。生
徒たち自身の内発的な動機をもって「楽し
い」「やってみたい」と実感してこその主体
性です。教科・科目の授業のなかでそれを
見つけることが容易ではない生徒も少なく
ありません。
　そこで本校では、教育課程外の活動を
活用して、生徒が興味・関心をもつ取組に
自主的に参加することで、主体性を体感で
きる場を複数設けています。
　その一つが「虎丸ゼミ」です。放課後や
休業日に実施する自由参加のゼミで、外部
から講師を招き、多様なテーマで実施して
います。自分たちの興味で参加しているの
で、会場は前席から埋まり、生徒自身が交

渉して運営するゼミも出てきました。
　もう一つの特色ある活動が「三高みんな
の食堂プロジェクト」（以下、食堂プロジェク
ト）です。少子化により学食の健全運営が課
題となっていたため、運営を業者から地元の
農業生産者に引き継ぎ、生徒が活動できる
学びの場とすることとしました。具体的には
広報活動、メニュー開発、内装デザイン、食
器リペア、野菜生産などを生徒が担い、自主
的に手を挙げた56名のリーダーを中心に生
徒全員が何らかのかたちで参加しています。
地産地消や食品ロスにも取り組み、食堂だ
けでなく地域の活性化にも貢献しています。

　現在、食堂プロジェクトを総合的な探究
の時間の活動の一部としても取り入れてい
ます。課題研究のテーマとして地域課題に
取り組む学校が多いと思いますが、本校の
生徒にとってはより足もとに近い「校内課
題」の方が自分ごととして捉えられ、解決に
向けた提案に得意を発揮して実践できると
考えています。そして、食堂プロジェクトのよ
うに校内課題が、社会とつながっているこ

とへの気づきになると思います。
　総合的な探究の時間以外でも、教科外
で育んだ主体性を、教科での主体的に学ぶ
姿勢にもつなげていきたいと考えています。
　これらの取組を進めるにあたって校長と
して意識してきたのが、教員に負荷をかけ
ないことです。生徒たちに体験の機会を増
やすことと同様に、業務過多である教員の
負担軽減も大事です。教育課程外の活動
は生徒主役の活動で、固定の担当教員は
つけず、教員の関わりも主体的に任せてい
て、適宜力を発揮してくれています。
　もちろん、校長一人では何事もできませ
ん。教員だけでなく、地域の方々や同窓会
などとつながり、力を借りることで、できるこ
とが増え、学校は元気になっていきます。
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生徒が自ら「やってみたい」と
手を挙げるプロジェクトを提供

教育課程外活動を介して
授業内容と社会がつながっていく
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